
令和 4 年度の研究（または活動）内容 

 

（１）講演会（第 1 回） 

 

講師：小島正美氏（本学名誉教授） 

テーマ：「情報社会のウェルビーイングと情報倫理」 

日時：2022 年 8 月 10 日（水）14:00～15:30 

主催：東北工業大学 Well-being 研究所 

後援：東北工業大学研究支援センター 

形式：zoom 

参加者：29 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）講演会（第 2 回） 

 

講師：佐々木綾子氏（認定 NPO 法人 STORIA 代表理事） 

テーマ：「子どもの貧困から考える『ウェルビーイング』～子どもたち一人ひとりが自分らしく生きられ、幸

せに生きられる未来とは～」 

日時：2023 年 2 月 8 日（水）14:00～15:30 

主催：東北工業大学 Well-being 研究所 

後援：東北工業大学研究支援センター 

形式：zoom 

参加者：32 名(申込者 43 名) 



(3)コロナ禍下における社会の well-being についての研究の継続 

 

①経済学的側面での分析課題 

・コロナ禍下の消費行動はどのようなものか 

・コロナ禍による生活スタイルの変化は消費に何らかの影響を及ぼしたか 

 

②心理学的側面での分析課題 

・コロナ禍下における特徴的な欲求 （承認欲求・所属欲求・自己実現欲求など）は何か、 

・コロナ禍下において、人々はどのような状況においてフラストレーション（欲求不満）を感じるのか、 

・コロナ禍下における人々の自己効力感や自己肯定感の程度はどうなっているか 

 

③コミュニケーション学的側面での分析課題 

・コロナ禍下での非言語メッセージ(マスク着用)についての、子どもの認識とコミュニケーションへの影

響はどうか 

・より多様な考え方や生き方がみられる今日の社会において、若い女性の性役割意識と行動はどうか 

 

 
 
 
 

 

 


